
※合格ラインについて，特に記載の無いものは，６０点以上を合格とします。 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

テクニカル・ライティング 

（Technical Writing） 
選 森川 寿 

１年生 

メカトロニクス専攻 

エコシステム専攻 

学修単位 

２ 

後期 

週２時間 

授業概要 
英語で論文を書く上で必要な基本的技術を修得するために、テキストに基づいてライティング

の諸要素を理解し、例文を活用した演習を通して、各自の研究テーマに沿った論文を作成する。 

到達目標 
英語論文の基本的書き方に習熟し、その原則に基づいて、自分の研究テーマの成果を英語論文

にまとめることができる。 

評価方法 
課題（授業中のプレゼンテーション、授業の要点をまとめたレポート）40％ 

英語論文（個々の学生の専門分野）60％  ＊ それぞれ60％以上の成績で合格とする。 

教科書等 

教科書：野口ジュディー、深山晶子（監修）『ESPにもとづく工業技術英語 大学・高専生

のための新しい英語トレーニング』（講談社） 

参考書：Thomas E. Pearsall. The Elements of Technical Writing (3rd ed.), Allyn ＆ 

Bacon （関連する箇所をプリントして配布する） 

 内  容 （１回の自宅演習は２６０分を目処にする。） 学習・教育目標 

第 １回  

第 ２回  

第 ３回  

第 ４回  

第 ５回  

第 ６回  

第 ７回  

第 ８回  

第 ９回  

第１０回  

第１１回  

第１２回  

第１３回  

第１４回  

第１５回  

オリエンテーション Unit 1 Email 

Unit 2 New Product Advertisement.  Audience Analysis 

Unit 3 Catalogue.  Organization 

Unit 4 Specs / Specifications.  Outline (1) 

Unit 5 Operating Instructions.  Outline (2) 

Unit 6 Job Advertisement.  Clear and Precise Writing (1) 

Unit 7 Business Letter.   Clear and Precise Writing (2) 

Unit 8 Online Science Magazine.   Clear and Precise Writing (3) 

Unit 9 Presentation.   Clear and Precise Writing (4) 

Unit 10 Explanatory Information・HP.  Clear and Precise Writing (5) 

Unit 11 Lab Report (1).  Page Design 

Unit 12 Lab Report (2).  Graphics 

Unit 13 Abstract.  Writing Ethics (1) 

Unit 14 Patent Abstract.  Writing Ethics (2) 

Unit 15 English Technical Writing Test.  授業のまとめ 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

 D 

    

（特記事項） 

 

JABEEとの関連 

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

本校の学習 

・教育目標 

A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 

       ○   



テクニカル・ライティング Technical Writing ガイダンス 

 

教科書として『ESPにもとづく工業技術英語 大学・高専生のための新しい英語トレーニング』を用いる。ESP

(English for Specific Purposes)とは、様々な場面で、ふさわしい表現や言い回しを研究する分野で、それに基づ

いて工業技術英語をトレーニングする予定である。同時に、参考書のThe Elements of Technical Writing (3rd 

edition)から重要な箇所を読んで、理工学系の学生や研究者が論文やレポートなどの文書を作成するために規範とな

る内容を学んでいく。 

毎回の授業では、教科書の練習問題を解くとともに、担当者を決めて、英文の配布資料を読み進める。担当者は、

自分の割り当てられた範囲について、要点を教員および他の学生に説明すること。各セクションでの演習を通して

計3回のレポートを提出する。授業と演習を通して修得したテクニカル・ライティングの技術を活用して、各自の

研究テーマに基づいた英語論文を作成する。 

事前学習として、(1)授業ごとに各ユニットを予習しておくこと、(2)発表予定の学生は、担当箇所について日本語

で要約をまとめて、プレゼンテーションの準備をする。その他の学生も、発表者に質問できるように、あらかじめ

内容を整理しておく。さらに、作文の課題が与えられるので、個人またはグループ毎にレポートを作成する。最終

目標として、各自の研究に関する英語論文（A4で約3ページ）を提出する。 

 


